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(敬称略)

節会 午後2時 ｢司会｣大会実行委員 稲見 圭‡【.市川 仁美

開式のことば 大会実行副重点長 山崎 奉二

歓迎のことば 大会実行委_邑長 天野 勝昭

来賓紹介 大会事務局長 山本 敦

来賓挨拶 岡山県知事 (代理)高橋 邦杉

福島県白河市長 鈴木 和夫

全国歴研参加者ご紹介 歴史研究会本部運営委員 ホ格 点子

お礼のことば 歴史研究会主幹 吉成 勇

事J]棚 介 兼*

(軒 ｡｡〉[亘二二重]
平成23年10月21日

会場 全日空ホテル

主催書

歴史の玉手箱を開く ｢吉備の国岡山大会｣

Il式1書 岡LLl県知事代宅 来搬 介 閉式±書

++励 受付

了 の を様 集 者 越 全 日途 復 で大 自 説期 全様事 介 し且 は史 式
し本 あ今 が全 署約 高 し国 '上井 あ裏河 ま ○待 国が代 し山て学 ま研 実 山 典
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l兎食菌 演 l
にいろ いずみ

新約 泉 鬼生円山九千九牛虎牡合え化科学軒先朴鼓没初
公
開

新
資
料
研
究
成
果
披
露

講演要旨
2009年から今春までの三カ年で.従来不明であった月井を確認した捷過を.写真や測t国で明解に

脱明｡特に学生や地元住民の意見を聴きながら発掘し､牧内の大型古墳と同レベルの周*が稚世出来

たと発表.短い期間であるが､吉df地域に列島JL大の前方後円墳が築かれたことになt)､この期間の

政治的BI俵を理解するに大きな意味がある｡当時の吉備がA業の他に瀬戸内海の航路 ･海運で力をつ

けたシンボルと力脱された｡

GPSを使ったJL新技術での正確なiLItで､この古gLが三段集成でホさは1 1:3の比率｡段集のテ

ラス叫が一単位6.25mとなる一定のルールの益に走られたと脱明.今後､前方後円墳の設計に関する

研究を一歩進めることが出来るかもしれないとの研究成果を披井された.

新しい技術は未調査の作LLJ古墳 (全国第9位)等の測J国化も容易で正碓なものが期待できること

を示唆された｡

また陪塀の千足古墳の調査の過振で､この古墳のJL大の遺産である石Ffに刻まれた装飾文様が激し

く劣化していることを発見し.急漣岡山市が文化庁の指glのもとに緊急対応をしているとの現状も話

された. (文王 山特車二)
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岡山の礎 宇喜多家から池田家へ

講演要旨
宇喜多直家 ･秀家二代と池田光政 ･綱政に仕えた岡山藩郡代津田永忠の時代は､岡山城築城から城下

町造りの時代であるとの説明｡

幕末まで続いた岡山藩の善政は彼らの功績が大きい｡特に池田光政は徳川幕府の基本方針に沿って儒

教朱子学を基軸に政治を行う一方､陽明学の熊沢蕃山を重用した｡光政 ･綱政に仕えた津田永忠は城主

の想いを実現させるために高い能力を発揮し､今に残る江戸期の事溝は全てこの時代のものと説明｡蕃

山の説く治水論を発展させて百聞川で城下を守り､新田を開発｡その結果約二万石の増収は藩財政を潤

し,多くの農民,漁民に働く場を提供した｡

新田開発直後に建てられた沖田神社に伝わる ｢沖田姫｣に関して､単なる伝説ではなく､人柱として

入水したのは史実であると､通説を覆す先生の研究成果を力説された｡

先生が最近出版された ｢津田永忠の新田開発の心｣ ｢沖新田･沖田神社と沖田姫｣の著書に詳しいの

でご一読を｡ (文責 山崎泰二)
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次回開催地の■務局長と市長

19F｢宮(そら)｣のⅦ

Il会 挨拶
荒5X本部牧丘

[重工二重]
司会･大谷･高輯本部役且

_ _ _ 玩 -;! 一

逮 - 1 ~ t - '･;･

次回開催の白河市よLJ来訪のスタッフの挨拶
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く2日目)古代吉備国と備中高松城祉探訪ほか l見学会 =

バス3号車 バス2号車 バス1号辛

バ
ス
三
台
で
参
加
者

一
一
八
名
を
随
行

･
現
地
ス
タ
ッ

フ
･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
五
〇
名
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
.

コ
ー
ス
は
全
日
空
ホ
テ
ル
発
1
吉
備
津
神
社

(記
念
写

真
)
1
造
山
古
墳
1
備
中
高
松
城
祉
1
稲
荷
と
き
わ
や

(請

話
と
昼
食
)
1
楯
築
辻
跡
1
作
山
古
墳

･
備
中
国
分
寺
1

後
楽
園
1
全
日
空
ホ
テ
ル
｡

昼
食
会
場
で
は
清
水
宗
治
兄

(月
清
入
道
)
の
ご
子
孫
.

清
水

男

(だ
ん
)
先
生
に

｢備
中
高
松
城
水
攻
め
に
つ
い

て
｣
の
講
話
を
､
ま
た
'
楯
集
追
跡
で
は
舌
代
衣
装
の
倉

敷
市
文
化
財
保
護
裸
長
福
本
明
先
生
の
説
明
｡

造
山
古
墳
､
高
松
城
地
､
楯
築
弥
生
墳
丘
墓
遺
跡
､
後

楽
園
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
歓
迎
を
受
け
た
｡

｢晴
れ
の
国
岡
山
｣
と
は
い
え
､
今
に
も
降
り
そ
う
な

空
模
様
だ
っ
た
が
'
幸
い
に
も
雨
に
も
会
わ
な
か
っ
た
｡

吉
備
路
を
堪
能

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

連LLJ舌JAは兵El]さんの車内

宗治公の兄月計入道
のご子孫汁水講師

社菓Filのt光ボランティ7と
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(3日目)岡山藩郡代津田永忠の足跡と備前焼探訪ほか LR.学 舎 叫
最
終
日
は
バ
ス
二
台
で
参
加
者
七
四
名
を
随
行

･
現
地
ス
タ
ッ
フ
･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
1110
名

で
サ
ポ
ー
ト
し
た
｡
コ
ー
ス
は
全
日
垂
ホ
テ
ル
発
1
旧
関
谷
学
校
1
備
前
焼
伝
統
産
業
会
館

(蘇

帯
と
昼
食
)
1
自
由
行
動

【史
跡
伊
部
高
大
窯
跡
巡
り
･
備
前
陶
芸
美
術
館

･
備
前
焼
土
ひ
ね

り

･
買
い
物
】
1
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
1
倉
安
川
吉
井
水
門
1
沖
田
神
社
1
百
聞
川

(幸
恵
か

ら
)
1
岡
山
城

(解
散
式
)
1
岡
山
駅
西
口
｡

旧
関
谷
学
校
で
は
希
望
者
四
五
名
が
国
宝
の
講
堂
内
で
円
座

･
椅
子
に
座
り
講
師
園
友
道

1
先

生
の
指
導
に
よ
る
論
帝
の
音
読
体
収
を
､
ま
た
昼
食
会
場
で
は
'
備
前
陶
芸
美
術
銘
学
芸
点
の
上

西
商
量
先
生
に
よ
る
耕
話

｢備
前
焼
に
つ
い
て
｣
を
聞
き
､
昼
食
で
は
新
日
本
料
理

rE
L季
彩
J

の
素
晴
ら
し
い
弁
当
に
参
加
者
全
点
満
足
し
た
｡

自
由
行
動
で
は
十
二
名
が
延
原
勝
志
先
生
の
指
導
で
備
前
焼
土
ひ
ね
り
を
体
験
｡
甫
大
乗
跡
見

学
'
伊
部
街
巡
り
を
楽
し
み
､
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
､
岡
山
城
と
巡
り
､
岡
山
城
で
は
解
散
式

が
行
わ
れ
大
会
三
日
間
が
無
事
終
了
し
た
｡

大
会
終
了
後
､
柴
田
一
先
生
か
ら

｢全
国
か
ら
の
皆
さ
ん
を
暖
か
く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
非

常
に
良
か
っ
た
ね
-
こ

と
ね
ぎ
ら
い
の
青
葉
｡

店前鹿上西j一師

論
語
音
読

土
ひ
ね
り

盛
り
だ
く
さ
ん

官師 頭 厳 選

岡山城 .群散式

延原gI師の指事で土ひねり
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第1回 岡山歴研探訪会 『岩屋城跡』一 室町時伽 ､ら手車戦が削 かえされた山塊

十

一
月
二
十
六
日
(土
)岩
屋
城
跡
を
探
訪
｡
要
一
つ
な
い
小
春
日
和
で
六
五
名
が

参
加
.
麓
の

｢夢
の
広
場
｣
に
地
元
の
岩
屋
城
を
守
る
会
の
北
会
長
を
は
じ
め
十
数

名
に
よ
る
法
被
を
着
て
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
｡

当
会
瀬
問
の
美
作
の
中
世
山
城
連
絡
協
議
会
山
形
省
吾
研
究
部
長
'
長
瀧
事
務
局

長
､
岩
屋
城
を
守
る
会
､
北
会
長
以
下
会
点
の
案
内
で
急
な
坂
道
を
岩
屋
城

(標
高

四
八
三
m
)
へ
'
陣
城
､
土
塁
'
慈
悲
門
寺
跡
'
山
王
嘗
参
拝
.
竜
神
池
を
経
て
頂

上
へ
.
馬
堀
跡
で
守
る
会
の
方
が
運
ん
で
く
れ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
弁
当
に

舌
鼓
を
打
つ
｡
山
形
講
師
か
ら
判
り
や
す
い
岩
屋
城
の
説
明
が
あ
り
.
頂
上
の
本
丸

跡
､
落
し
雪
隠
と
い
う
大
総
壁
か
ら
大
堀
切

(て
の
く
ぼ
り
)
を
見
な
が
ら
下
山
し

た
｡麓
の
広
場
で
は
守
る
会
の
女
性
達
に
よ
る
温
か
い
甘
酒
の
接
待
､
岩
屋
蔚
肝
の
即

売
も
あ
っ
た
.
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
心
配
り
に
参
加
者
は
感
漁
し
た
.

岩屋城を守る会の皆様

岩屋棚 の概要

岩屋城は現在の津山市の西端 (中北上)にある山城で,室町

時代､美作国守護に任ぜられた山名教清が1441年に自分の城と

繰り返し,約150年続いた後､野火により焼け落ちました.

まれ.かつ本丸からの眺望は非常によく.東方に津山盆地一帯

､西方には久世､落合､勝山まで見渡せる○眼下にEE]雲往来が

現在は､本丸跡､井戸､堀切,てのくぼりといわれる堀跡､

馬場跡等に往時の名残を留めている. (｢岩鼻城を守る会｣の

[3尭内】おまたせしましたl!
矢坂山(万成山 ･魚見山)操訪台
前回.悪天候のため延期していた矢板
山探訪会を下記の要項で実施します｡

日時-1月7日 (土)9時～
集合-ザ .ビック一宮店駐車場
轟内-野崎 豊氏 (当会甫間)
担当-山崎秦二副会長､他

見所-戦国時代,稔田氏の拠点城とな

った宮山城跡.名前の珍しい北向八幡

宮.一般に知られていない隠れた磐座

(いわくら)などをご案内します｡

12/18(日)美行套A全書散式

l/7(土)失坂山瀬散会
2/2(木)f叩･運営委JL合同会t
3/15(木)会報第3号発行
4/下旬 平d24年良定期触

音
集
後
記

全
国
大
会
特
集
号
を
お
届
け
し
ま
す
.

発
足
一
年
の

｢岡
山
歴
研
｣
で
す
が
､
会

員
の
皆
様
の
創
意
工
夫
と
お
も
て
な
し
の
心

が
､
全
国
大
会
参
加
者
の
多
く
の
皆
様
に
感

動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
'

こ
の
力
を
バ
ネ
に
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し

ょ
う
｡

発 行 岡山歴史研究会

代 表 天野h暗
編集長 山崎秦二

事務局 701-1332岡山市

北区平山844-86山本方
電話 086-287-6226



会報第二号の発刊にあたって
　　　　　　　　　　　　　　会長　天野勝昭
　皆様お元気でご活躍のことと存じます。
岡山歴史研究会は設立二年目に入り、会員は二三三名に増えております。
本年度はまず四月二十九日に平成二十三年度定期総会。約二百名の参加をいただき、議案審議後にパネルディスカッションを行いました。パネラーの方々の興味深いお話で盛り上がりました。いただいた東日本大震災への義捐金十万円余を山陽新聞社会事業団へ寄託しました。
　最大の行事は十月二十一～二十三日の設立一周年記念ともなる第二十七回全国大会吉備の国岡山大会です。実行委員会を岡山歴研メンバーで構成し、盛会裡に三日間の大会を乗り切りました。改めて関係各位に感謝とお礼を申し上げます。全国に岡山歴研を強く印象づけられたと思います。
　この号は全国大会特集号とさせていただきます。


岡山歴史研究会の皆様へ（お礼）
　　　　全国歴史研究会主幹　吉成　勇
　皆様お元気でお過ごしのことと存じます。
　岡山での第二十七回全国大会吉備の国岡山大会では三百名のご参加をいただきました。二日目、
三日目の見学会の見事な運営で、心配された雨模様も吹き飛ばして参加者も歴史の宝庫、岡山を味覚とともに堪能されたことと思います。
　これも偏に岡山歴史研究会実行委員会メンバーの取組み、創意工夫が結実したものです。とりわけ、岡山歴研設立わずか一年で実行委員長として実行委員会を率いた天野勝昭様、事務局長として大変ご苦労いただいた山本　敦様に改めて敬意を表しますとともに、実行委員会の方々のご尽力に感謝申し上げます。皆様方の今後のご健勝、ご活躍そして貴会のご発展を祈念申し上げ、全国の参加者を代表し、紙面を拝借して、盛会裡に終了した全国大会のお礼とさせていただきます。


